
岡山都心1kmスクエア構想から

RACDAの30年

NPO法人公共の交通ラクダ 岡將男



国鉄ホバークラフト、１９８６年京橋就航実験
故郷阿房列車・京橋朝市・うらじゃまつり
岡山城築城400年・後楽園300年

岡山未来デザイン委員会提案



1986ホバークラフト契機
岡山未来デザイン委員会結成

1987交通シンポジウム

1987 百鬼園倶楽部

1989 京橋朝市

1987 岡山県航空協会
岡南飛行場存続成功

1995ＲＡＣＤＡ結成

1989 岡山商工会議所

路面電車環状化提案

1996ＵＰＣＯ
岡山まちづくり連絡協議会

全国路面電車愛好支援団体協議会

1997岡山路面電車サミット

平成１５年
全国路面電車ネットワーク

1998

ＲＡＣＤＡ高岡

1993

世界トロッコレース協会
うらじゃ祭り

岡山ＪＣ

1997岡山市
岡山城築城４００年

2000岡山県
後楽園３００年

1989

柳川筋研究会

建設省
岡山国道事務所

岡山県

岡山県郷土文化財団

地域づくり交流会

2008島会

2009京橋アート村

2010瀬戸内国際芸術祭

2011吉備歴文会

2011おいでんせぇ岡山

2011塩飽本島海族隊



人生３５年／８５年は電車バスが必要
We use public transportation ３５ｙears/85years

子供も学生も、車購入までは、公共交通が必要

成人も飲酒時や障害を持てば、公共交通が必要

７０歳以上は免許返上すれば、公共交通が必要

外国人も旅行者も、公共交通は必要

公共交通は道路やWi-Fiと同様の社会インフラ

２０歳車購入 ７０歳免許返上



ＣＯ２対策としてのＬＲＴ鉄道
１車線１時間               通過台数                輸送力           ＣＯ２

自動車     1667台 2000人      ９

高速道路 952台 1143人

バス          60台      3000人      ３

ＬＲＴ           60編成 9000人      １
ＬＲＴ３連接２連 60編成 18000人

全長５ｍ

車間距離  100m

時速50km/h、毎秒13.9m、2.2秒に１台

車間距離  25m

時速100km/h、毎秒27.8m、3.8秒に１台

毎分1台、50人乗り

毎分1編成、2連接150人乗り



日本初のコンパクトシティ―提案



2001年市役所筋延伸・交通実験



仮想社会実験 市役所→駅→城下
東大学吉村研究室

＋ＲＡＣＤＡ

市役所筋路面電車
延伸による車線減少
の交通渋滞予測プロ
グラムMATES

岡山県警連携
運動公園・一宮等

イオン渋滞予測
駅前乗入分析
環状化分析



中心市街地活性化と都心路線価
岡山駅の交通結節点能力

JR８方面・全国有数

イオン進出もその効果
固定資産税増加
TOD(公共交通指向開発)

駅前乗入・環状化は都心
開発利益で回収可能

ハレノワ線

27.4億円

みなし上下分離

2028年度





県庁通り1車線化の完成2022-0401

「ハレまち通り」と命名
11月27日市主催の
「Parade」開催

ハレまち通りと西川緑
道公園筋をホコ天
にして、ＢＭＸのトッ
ププレーヤーが宙を
舞った。



路面電車は中央駅と離れた都心を結ぶ役割2027完成

周辺からのお客を大量に都心に運ぶ

岡山駅の場合、７０％がＪＲ利用者 (署名時の調査)

日曜日  岡山市内   ４６％ 岡山県内 ４２％

               (倉敷１６％)         県外 １２％



構想40年 都心1kmスクエア構想の実現







ハレノワ線は究極のTOD、

都心の地価・固定資産税急増の可能性大



2029年3月開業目標 27.4億円



RACDA設立30周年記念都市交通フォーラム2026

 「大都会・岡山都市圏の理想の交通」
車1割削減、渋滞半減、公共交通2倍

JR路線毎時4本にすれば、沿線人口は増加する

岡山都市圏全体のTODとして積極投資

ガソリン300円でも耐えられる地方都市像を描く



「大都会」=電車が便利
スマホが見える

お酒が飲める

本が読める

ぼーっと乗ってれる



コロナ後、毎週火曜、RACDA拡大Zoom会議299回

奈良 岡山 札幌 富山 横浜

堺 岡山 東京 岡山 新潟

東京 岡山 横浜 札幌 東京

大阪 東京 高知 東京 小樽

高知 横浜 岡山 岡山 福井

大阪 東京 岡山



我々が支援すべき事業者の規模感

対象は約1兆円か!?

年間に2000億円か!?

全国のバスは7000億円で無料



万葉線存続運動1997-2003

えちぜん鉄道存続2000-2003

ＲＡＣＤＡ高岡
1998

ＲＯＢＡの会
2001

RACDA岡山1995

路面電車サミット岡山1997

ＪＲ可部線廃止2003 ＪＲ西・ＲＡＣＤＡ・岡電
勉強会1999

中部地区路面電車サミット

吉備線・富山港線
ＬＲＴ化発表2003

岐阜未来研究団

1998

岐阜名鉄市内線廃止2005

南海貴志川線存続公募

和歌山電鉄2005・たま駅長

NHK

ご近所の底力

地方鉄道サミット

2003全国路面電車ネットワーク

日立電鉄廃止・公募

２００６
富山ライトレール2001国会LRT研究会

2004    国会LRT議連
2007地域公共交通活性化再生法

2013交通政策基本法

2003

バスマップ

サミット

人と環境にやさしい交通をめざす
全国大会2006

路面電車サミット

1993

公募社長
鉄道存続

富山環状化
福井直通
宇都宮LRT



交通と人口の負のスパイラル

乗客減少

人口減少

都市移住
高校生減少

自動車通勤・送迎

廃線・廃止
減便・サービスカット

コストカット

赤字拡大

地域消滅

税収減

高校廃校

地価下落



JR路線大きく貢献
岡山市北区の広域通勤圏を形成



電車バス分担率 自動車分担率
北区 １２．３％ ５６．１％
中区 ８．７％ ６５．０％
東区 ８．２％ ７６．７％
南区 ４．５％ ７４．０％
倉敷市  ６．１%  ７５．４％
瀬戸内市 ５．２％ ８２．５％
赤磐市  ５．４％ ８３．９％

総社市  ６．１％ ７７．０％

備前市  ５．７％ ８０．２％
大都会・岡山都市圏で、まずは15％を目標

   JR線は15分に1本に増便、新駅、P&R

     吉備線・赤穂線・津山線・水島臨港のＬＲＴ的運用
   



都市圏の交通分担率目標が必要
岡山都市圏の場合

自動車 ５９．５％

徒歩自転車二輪車
３４％

電
車
バ
ス

自動車 ５０％

徒歩自転車二輪車
スモールモビリティー

３５％

電車バス
１５％

２０１２年 岡山市のみ

２０３０年の目標

１９９４年

１９８２年

１９７１年

自動車 ５６．４％

自動車 ３９．０％

自動車 ２４．３％

電車バス
１２．９％

徒歩自転車二輪車
３７．６％

徒歩自転車二輪車
５４．２％

徒歩自転車二輪車
６２．８％

電
車
バ
ス

７
％

電
車
バ
ス

６
％

６．５％





岡山県南電車バス運行頻度図
GTFS+QGIS



吉備線・赤穂線・瀬戸大橋線





桃太郎ライトレール（吉備線）
• ＪＲ西日本が地域鉄道再建の第一歩

• ランニングコスト６億円

• うち１億円の修理費の半分5000万円市負担

便数倍増、ピーク１０分ヘッド

３０ｍ級12輌３６億円、一部軌道化



吉備線・城端線氷見線・えちぜん鉄道

ハイブリッド

電車・電化 LRT・相互乗入



岡南飛行場

犬島

牛窓港

長船駅まで毎時4本

犬島・牛窓の一体化



http://www.civillink.net/イラスト素材使用

病院

銀行

学校・大学

公共施設

オープンデータ
位置情報

乗客数情報
MATES

バスマップ
Googleマップ

公共交通
管制センター

ラブリーバス停
到着情報 各種情報

ライトレール
岡南ランデブー拠点

太陽光発電充電

ネット
交通情報

デマンドバスタクシー
自動運転車

小さな拠点

小さな拠点
道の駅

小さな拠点

小さな拠点

カーシェア

モモチャリ

http://www.civillink.net/


電停調査の結果・2018/1⇒2022末

• 全国１８事業者 １１２０電停    

• 車椅子かろうじて可能 751電停   ６７％  

• 屋根整備率   911電停 ８１％ 

• ベンチ整備率         574電停 ５１％

• 全電車  704輌  (宇都宮含む)

• 低床電車 174輌 24.7%25年間  

• 高床完全対応（都電・世田谷）    43輌+30.8%25年間  

暫定バリアフリー率は、67%×30.8%=20.6%

日本の交通ユニバーサルデザインの道は遠い





ライトレール究極のバリアフリー

フランス・ストラスブールのユーロトラム
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